
資料１ 

社会教育主事・社会教育士養成等の改善・充実に関するワーキング・グループ 

設置要項 

 

令 和 ７ 年 ９ 月 ５ 日 

 社会教育の在り方に関する特別部会了承 

 

 

１ 設置の趣旨 

中央教育審議会生涯学習分科会社会教育の在り方に関する特別部会の「審議事項１に関

する意見の整理」を踏まえ、社会教育主事と社会教育士の役割に応じた社会教育主事養成

課程や社会教育主事講習での養成の在り方について専門的に検討を行うため、本ワーキン

グ・グループを設置する。 

  

２ 検討事項 

（１）社会教育主事・社会教育士に期待される役割、求められる能力について 

（２）社会教育主事・社会教育士の養成課程・講習の在り方について 

（３）その他 

 

３ 実施方法 

（１）別紙の委員の協力を得て、「２．検討事項」に掲げる事項について検討を行う。 

（２）必要に応じて、別紙以外の関係者にも協力を求めることができる。 

 

４ 設置期間 

本ワーキング・グループは、「２．検討事項」に係る検討が終了したときに廃止する。 

 

５ その他 

（１）本ワーキング・グループに関する庶務は、総合教育政策局地域学習推進課が国立教育政

策研究所社会教育実践研究センターの協力を得て行う。 

（２）その他検討会の運営に関する事項は、必要に応じ会議に諮って定める。 

 

 

 

 

 

 

 



 

（別紙） 

 

社会教育主事・社会教育士養成等の改善・充実に関するワーキング・グループ 

委員 

 

 

 

青 山 鉄 兵  文教大学人間科学部 准教授 

 

岡    幸 江  国立大学法人九州大学人間環境学研究院教育学部門 教授 

 

井 口 啓太郎  国立市教育委員会教育部公民館館長補佐・生涯学習課 課長補佐兼任（社会

教育主事） 

 

坂 口    緑  明治学院大学社会学部社会学科 教授 

 

志々田 まなみ  国立教育政策研究所生涯学習政策研究部 総括研究官  

(併)社会教育実践研究センター社会教育調査官 

 

長 岡 広 之  北海道教育庁生涯学習推進局社会教育課 課長補佐 

 

水 野 敬一朗  千葉県教育庁教育振興部生涯学習課社会教育班 副主査（社会教育士） 

 

 

（オブザーバー） 

牧 野    篤  大正大学地域創生学部 教授、東京大学 名誉教授 


